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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  (１)育成経過 

 「ふくみらい（福島１号）」は1991年、福島県農業試験場において、「中部82号」を母、「チヨニシキ」を父とし

て人工交配し、育成された品種である。 

  (２)特性概要 

 「ふくみらい（福島１号）」は出穂、成熟期が「ひとめぼれ」よりやや遅い “中生の晩”に属し、やや短稈の

“偏穂数型”品種である。いもち病真性抵抗性遺伝子が“ Pia ”と推定され、圃場抵抗性は葉いもちが“中”、

穂いもちが“やや強”である。耐冷性は「ひとめぼれ」並の“極強”である。耐倒伏性は「ひとめぼれ」より強い

“やや強”である。 

  (３)品質および食味 

 玄米は「コシヒカリ」並の中粒で、年次により乳白米が発生するが、光沢が良好で良質である。食味は「ひ

とめぼれ」、「コシヒカリ」より粘りがやや劣るが、「農林21号」より優る“上の下”である。  

 

 ２ 期待される効果 

 「コシヒカリ」への作付集中の緩和、中生品種の整理集約。 

 

 ３ 適応範囲 

県内平坦部および山沿い地帯、「農林21号」、「チヨニシキ」、「初星」対象。 

 

 ４ 普及上の留意点 

  (１)いもち病抵抗性は十分ではないのでいもち病の発生には留意する。  

  (２)乳白米の発生を助長するような極端な多肥栽培は避ける。 

Ⅱ 具体的データ等 



 

※ 生産力検定予備試験（95～96年）、生検本試験（97～2000年）標

肥、６カ年平均 
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